
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

 

つながりがみつかる！ 

つながりがはじまる！ 

Twitter★

http://twitter.com/#!/center_i 

いちのせき市民活動センター 
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東
日
本
大
震
災
発
災
か
ら
、
１
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。 

発
災
後
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
が
一
変
し
ま
し

た
。
あ
の
日
の
記
憶
は
、
今
で
も
鮮
明
に
残
っ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
生
き
る
意

味
を
改
め
て
考
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
職
場
な
ど

身
近
な
環
境
の
こ
と
を
見
つ
め
直
し
た
１
年
で

は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
？ 

い
ち
の
せ
き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、
発
災

後
か
ら
陸
前
高
田
市
支
援
と
し
て
避
難
所
を
訪

問
し
、
避
難
所
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
っ
た
り
、
物

資
を
届
け
た
り
と
支
援
し
た
い
方
々
と
支
援
を

必
要
と
し
て
い
る
地
域
や
人
を
つ
な
い
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
岩
手
県
内
の
市
民
活
動
支
援
団
体

（
中
間
支
援
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
長
期

的
な
視
点
で
沿
岸
地
域
の
復
興
を
支
援
す
る
「
い

わ
て
連
携
復
興
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
、
全
国
か

ら
支
援
に
来
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
行
政
と

連
携
し
、
沿
岸
各
地
で
後
方
支
援
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
市
内
団
体
の
皆
様
方
に
は
、
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
大
変
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

現
在
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、
陸
前
高
田
市
支
援
団

体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
に
関
わ
っ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
様
子
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。（
当
セ
ン
タ
ー
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と

し
て
連
絡
会
の
分
科
会
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
、
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
会
議
（
事
務
局
会
議
）
に
参
加
し

て
い
ま
す
。） 

 

陸
前
高
田
市
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡

会
は
、
陸
前
高
田
市
な
ど
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
間
の
連
携
を
図
り
、
効
率
的
で
よ
り
良

い
支
援
へ
結
び
つ
け
よ
う
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
運
営
し
て

い
ま
す
。
同
市
内
で
支
援
を
行
う
機
関
・
団
体
は

少
な
く
と
も

8
0

ほ
ど
あ
る
と
み
ら
れ
ま
す
が
、

他
団
体
の
活
動
内
容
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、
連
携

が
不
十
分
な
た
め
、
支
援
が
重
複
・
偏
向
す
る
ケ

ー
ス
も
出
て
い
ま
す
。
人
材
・
物
資
・
資
金
不
足

が
活
動
の
障
害
に
な
る
例
も
多
い
こ
と
か
ら
、
情

報
共
有
、
支
援
の
共
同
実
施
な
ど
を
推
進
す
る
機

会
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。 

 

昨
年1

1

月
に
準
備
会
を
立
ち
上
げ
、12

月13

日
に
第

1

回
の
連
絡
会
を
開
催
し
、
そ
の
後
、2

週
間
に1

度
の
割
合
で
会
合
を
開
き
、2

月
現
在

で
、5

回
の
連
絡
会
、5

回
の
事
務
局
会
議
を
行

っ
て
い
ま
す
。
連
絡
会
の
主
な
内
容
は
、
話
題
提

供
と
情
報
共
有
で
す
。
各
団
体
や
仮
設
住
宅
自
治

会
の
関
係
者
ら
が
集
ま
り
、
困
っ
て
い
る
こ
と
や

支
援
を
求
む
こ
と
、
支
援
で
き
る
こ
と
な
ど
を
、

分
科
会
形
式
で
行
い
、
地
域
住
民
の
声
を
聴
き
な

が
ら
、
横
の
連
携
、
支
援
の
連
携
を
膨
ら
ま
せ
て

い
ま
す
。
必
要
と
さ
れ
る
支
援
は
多
様
化
し
、
地

域
の
共
通
課
題
や
、
具
体
的
に
誰
が
ど
う
困
っ
て

い
る
の
か
を
見
つ
け
、
協
働
に
よ
っ
て
解
決
す
る

仕
組
み
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
連
絡
会
で
は
、
住
環
境
・
物
資
、
子

ど
も
・
教
育
、
サ
ロ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
と3

つ
の
テ

ー
マ
分
科
会
を
開
催
し
、
い
ず
れ
の
会
で
も
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
〝
持
続
発
展
的
な
活
動
〟
が
挙

げ
ら
れ
、
一
過
性
の
に
ぎ
や
か
し
で
は
な
く
、
生

活
基
盤
の
回
復
を
長
期
に
わ
た
っ
て
支
え
ら
れ

る
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
一
致

し
、
ま
た
、
団
体
間
の
連
携
不
足
や
、
市
民
へ
の

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
方
法
な
ど
、
情
報
共
有
面

で
の
課
題
を
い
か
に
ク
リ
ア
す
る
か
も
話
題
に

上
り
、「
活
動
内
容
の
〝
メ
ニ
ュ
ー
表
〟
を
作
る
」

「
支
援
相
談
員
や
保
健
師
な
ど
、
住
民
と
直
接
や

り
と
り
の
あ
る
人
に
協
力
を
お
願
い
す
る
」
と
い

っ
た
案
が
出
さ
れ
、
様
々
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
起
こ

り
始
め
て
い
ま
す
。 

 

連
絡
会
に
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
継
続
し
た

話
し
合
い
の
中
か
ら
、
支
援
団
体
と
住
民
が
交
わ

り
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
走
す
る
活
動
に
発
展

す
る
た
め
に
、
引
き
続
き
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま

す
。 

  

会
は
、
陸
前
高
田
市
な
ど
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
間
の
連
携
を
図
り
、
効
率
的
で
よ
り
良

い
支
援
へ
結
び
つ
け
よ
う
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
運
営
し
て

い
ま
す
。
同
市
内
で
支
援
を
行
う
機
関
・
団
体
は

少
な
く
と
も
80
ほ
ど
あ
る
と
み
ら
れ
ま
す
が
、

他
団
体
の
活
動
内
容
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、
連
携

が
不
十
分
な
た
め
、
支
援
が
重
複
・
偏
向
す
る
ケ

ー
ス
も
出
て
い
ま
す
。
人
材
・
物
資
・
資
金
不
足

が
活
動
の
障
害
に
な
る
例
も
多
い
こ
と
か
ら
、
情

報
共
有
、
支
援
の
共
同
実
施
な
ど
を
推
進
す
る
機

会
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。 

 

昨
年
11
月
に
準
備
会
を
立
ち
上
げ
、
12
月
13

日
に
第
1
回
の
連
絡
会
を
開
催
し
、
そ
の
後
、
2

週
間
に
1
度
の
割
合
で
会
合
を
開
き
、
2
月
現

在
で
、
5
回
の
連
絡
会
、
5
回
の
事
務
局
会
議

を
行
っ
て
い
ま
す
。
連
絡
会
の
主
な
内
容
は
、
話

題
提
供
と
情
報
共
有
で
す
。
各
団
体
や
仮
設
住
宅

自
治
会
の
関
係
者
ら
が
集
ま
り
、
困
っ
て
い
る
こ

と
や
支
援
を
求
む
こ
と
、
支
援
で
き
る
こ
と
な
ど

を
、
分
科
会
形
式
で
行
い
、
地
域
住
民
の
声
を
聴

き
な
が
ら
、
横
の
連
携
、
支
援
の
連
携
を
膨
ら
ま

せ
て
い
ま
す
。
必
要
と
さ
れ
る
支
援
は
多
様
化

し
、
地
域
の
共
通
課
題
や
、
具
体
的
に
誰
が
ど
う

困
っ
て
い
る
の
か
を
見
つ
け
、
協
働
に
よ
っ
て
解

決
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
連
絡
会
で
は
、
住
環
境
・

物
資
、
子
ど
も
・
教
育
、
サ
ロ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
と

3
つ
の
テ
ー
マ
分
科
会
を
開
催
し
、
い
ず
れ
の 

会
で
も
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
〝
持
続
発
展
的
な

活
動
〟
が
挙
げ
ら
れ
、
一
過
性
の
に
ぎ
や
か
し
で

は
な
く
、
生
活
基
盤
の
回
復
を
長
期
に
わ
た
っ
て

支
え
ら
れ
る
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う

点
で
一
致
し
、
ま
た
、
団
体
間
の
連
携
不
足
や
、

市
民
へ
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
方
法
な
ど
、
情

報
共
有
面
で
の
課
題
を
い
か
に
ク
リ
ア
す
る
か

も
話
題
に
上
り
、
「
活
動
内
容
の
〝
メ
ニ
ュ
ー
表

〟
を
作
る
」
「
支
援
相
談
員
や
保
健
師
な
ど
、
住

民
と
直
接
や
り
と
り
の
あ
る
人
に
協
力
を
お
願

い
す
る
」
と
い
っ
た
案
が
出
さ
れ
、
様
々
な
ア
ク

シ
ョ
ン
が
起
こ
り
始
め
て
い
ま
す
。 

 

連
絡
会
に
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
継
続
し
た

話
し
合
い
の
中
か
ら
、
支
援
団
体
と
住
民
が
交
わ

り
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
走
す
る
活
動
に
発
展

す
る
為
に
引
き
続
き
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

   

 

 
 

毎回の連絡会には 80 名以上の人が

集まります。自治会長さんや支援団

体との交流会も開催しました。 

  

  

 
第４回連絡会 

 

分科会の進め方の共有です。 

 
第３回連絡会 

 

仮設自治会長さんから 

生活の近況を伺いました。 

 
第２回連絡会 

 

陸前高田市の復興計画案を聴きました。 

いちのせき市民活動センター陸前高田市支援について 



いちのせき市民活動センター情報誌 idea 

いちのせき市民活動センター情報誌「idea」は、NPO・行政・

企業の情報発信により、アイデアと出会いの機会を創ります。 

もくじ   平成 24 年 2 月 25 日発行 今月の表紙 

せんまやサテラ゗ト 

 

〒029-0803 

岩手県一関市千厩町千厩字町 149 

Tel:0191-48-3735 Fax:48-3736 

HP:center-i.jimdo.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

一関市内の NPO法人 
 

一関市内で２７法人が活動中です。 
 
1藤沢町ボラントピゕセンター 
2北上川流域河川生態系保全協会 
3ケゕセンターいこい 
4須川の自然を考える会 
5 レスパ゗トハウス・ハンズ 
6一関文化会議所 
7一関ケゕセンター 
8ワークハウス雲 
9里山自然学校 はずみの里 

10全国地域学習振興会 
11北上川サポート協会 
12グリーンハート 
13いわい地域支援センター 
14ゕートで明るぐ生ぎるかわさき 
15障害者への偏見と差別をなくす会 
16サン.スマ゗ル 
17ねこの手クラブ 
18いわてコミュニテゖフゔンド 
19千厩まちかどケゕセンター 
20 いわて発達生涯サポートセンターええ町つくり隊 
2１ いちのせき子育てネット 
22わかば会 
23防災サポートいちのせき 
24とーばんふうどくらぶ 
25生涯支援センター岩手 日向ぼっこ 
26あゆみ 
27子育て支援いっすね 
28フゔンスポルト一関（審査中） 

勝手に紹介★地域のあれこれ 

～地酒ケーキ編～ 

3 月のイベント・ボランティア情報 

せんまやひなまつり／パカポコクラブ／NPO 法人ワークハウス雲 

NPO 法人全国地域学習振興会／ＮＰＯ法人はずみの里 

 

センターのやっていること 

いちのせき市民活動センター陸前高田支援について 

センターのやっていること 

紙生里の会地域づくり計画のお手伝い／油麩丼で地域おこし 

 

 

 

 

 

 

 

 

JR 東日本の東北本線で北へ向かう

と、「JR 花泉駅」に到着します。世界

遺産登録にちなんだフリーパスは、

この花泉駅から利用可能。旅好きに

とっては見逃せないスポットです。 

NPO 法人響生（ひびき） 

イオンスーパーセンター 一関店の社員さんと 

リトル・ピースのこどもたちとのもちつき大会 

未来塾 

第五回全国わんこもち大会 

ロゴマーク 

「一関・川崎・千厩・大東・花泉・東山・藤沢・室根」の 

８つの地域と１つのひろばを表しています。 

いちのせき市民活動センター 

 

〒021-0881 

岩手県一関市大町 4-29 

Tel&fax:0191-26-6400 

Mail:center-i@tempo.ocn.ne.jp 
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4 

5 
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8 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

岩
手
・
一
関 

第
五
回                
 
 

全
国
わ
ん
こ
も
ち
大
会 

 

結
果
発
表 

～
団
体
戦
～ 

優
勝 
伊
藤
家
か
い
じ
ゅ
う
兄
弟
・・・
・・ 

二
位 

チ
ー
ムkaw

asaki

・・・・・
・・
・・
・
・・ 

三
位 

な
ん
で
も
企
画
ほ
か
・
・・
・・
・
・・ 

個
人
優
勝 

竹
田
宏
國
・・・
・・
・・
・・
・・ 

～
女
性
個
人
戦
～ 

岩
渕
恒
美
さ
ん
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・
・・ 

～
特
別
賞
～ 

一
関
市
長
杯 

三
春
町
商
工
会
青
年
部
・
・・
・
・ 

サ
ポ
ー
タ
ー
賞 

も
ち
Ｑ
姉
妹
・・・
・・
・・ 

三
春
賞 

バ
バ
ノ
ア
ッ
プ
ル
ズ
・
・・
・・
・・
・・
・ 

   

 

「
一
関
っ
て
、
こ
ん
な
に
ホ
ッ
ツ
だ

っ
た
っ
け
？
」 

 

未
来
塾
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
思
わ
ず

こ
ん
な
言
葉
が
。
今
年
で
５
回
目
と
な

る
わ
ん
こ
も
ち
大
会
で
は
、
会
場
に
集

ま
っ
た
人
た
ち
か
ら
、
選
手
を
励
ま
す

熱
い
コ
ー
ル
が
自
然
に
沸
き
起
こ
り
ま

し
た
。
運
営
は
若
者
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
団
体
「
未
来
塾
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、

出
場
し
た
選
手
た
ち
は
「
ず
ん
だ
」「
あ

ん
こ
」「
し
ょ
う
ゆ
」
の
三
種
類
の
お
も

ち
を
五
分
間
で
い
か
に
多
く
食
べ
る
か

を
競
い
合
い
ま
し
た
。 

 

一
関
地
方
に
伝
わ
る
も
ち
の
種
類
は

三
百
種
類
と
い
わ
れ
、
独
特
の
食
文
化

を
全
国
に
ユ
ニ
ー
ク
に
発
信
し
よ
う
と

企
画
さ
れ
た
の
が
「
全
国
わ
ん
こ
も
ち

大
会
」
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
。 

 

歴
代
の
記
録
は
チ
ー
ム
で
122
杯
、
個

人
で
74
杯
。
こ
の
世
界
記
録
を
抜
く
人

は
現
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

当
日
は
一
関
市
長
と
ふ
じ
ポ
ン
が
ゲ

ス
ト
と
し
て
参
加
。
会
場
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

試食をするふじポンと一関市長 

 

 

 

すてきなコスチュームの選手たち 

 

 

 

 

安全と無事を願って行われる神事 

 

 

 

多くのサポーターがかけつけました。 

   

９９
杯 

９６
杯 

８４
杯 

８３
杯 

 

２７
杯 

 

２７
杯 

３４
杯 

６４
杯 



NPO法人 響生（ひびき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   
１
月
１６
日
、
一
関
市
千
厩
町
に
あ
る

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
響
生
」
に
、
イ
オ
ン
の
職

員
の
方
々
と
響
生
の
子
ど
も
た
ち
と
の
声

が
響
き
渡
り
ま
し
た
。 

 

学
校
帰
り
の
中
学
生
を
交
え
、
ス
タ
ッ

フ
や
保
護
者
の
方
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、

臼
と
杵
で
真
っ
白
な
お
も
ち
に
力
強
く
杵

を
振
り
お
ろ
し
ま
す
。
「
お
も
ち
つ
き
大

会
」
の
開
始
で
す
。 

 

イ
オ
ン
で
２
０
０
１
年
か
ら
開
始
し
た

「
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
。
レ

ジ
で
精
算
時
に
渡
さ
れ
る
黄
色
い
レ
シ
ー

ト
を
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
名
が

書
か
れ
た
店
内
備
え
付
け
の
Ｂ
Ｏ
Ｘ
へ
投

函
し
、
レ
シ
ー
ト
の
金
額
合
計
の
１
％
を

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
に
還
元
す
る
「
黄
色
い

レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
響
生
が
参
加
し
て
生
ま
れ
た
つ
な
が
り

が
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
き
っ
か
け
。 

１２
月
の
リ
ト
ル
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
は
ツ

リ
ー
の
飾
り
付
け
と
ケ
ー
キ
づ
く
り
を
、

２
月
に
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
ち
な
ん
だ
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
づ
く
り
も
開
催
。
一
緒
に
何

か
を
す
る
こ
と
で
、
自
然
な
形
で
の
交
流

の
場
を
創
出
し
て
い
ま
す
。 

元気いっぱいの子供達は、私たちを教室からホ

ールまで案内してくれました。ホールへ行き、ぬ

いぐるみやボールを使って一緒に遊び、沢山の笑

顔に触れることが出来ました。待ちに待ったおも

ちつきは、子供達みんなが順番に杵を持ち、一生

懸命におもちをついていました。頑張っておもち

をついた後は、おもちでお食事会。みんなで頑張

ってついたおもちの味は、別格だったに違いあり

ません。おもちを頬張るたびにこぼれる笑顔と笑

い声。見たり聞いたりしているだけで、なんだか元

気が湧いてきました！これからの活動にも注目し

たいです。                          （岩渕） 

  

   

   



   

 

地域おこし事業＆元気な地域づくり事業 

実践発表会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

地
域
づ
く
り
テ
ー
マ
は
、
「
山
と
水
を
活
か

す
紙
生
里
」
。
和
紙
の
一
貫
生
産
体
制
を
整

備
し
、
和
紙
の
加
工
工
程
で
の
水
車
に
よ
る

水
力
利
用
技
術
の
復
活
を
目
指
し
、
山
菜
の

栽
培
技
術
を
取
得
し
、
栽
培
か
ら
加
工
・
販

売
ま
で
行
う
も
の
で
す
。
夢
は
大
き
く
和
紙

を
皇
居
に
届
け
た
い
！
日
本
に
紙
生
里
の
和

紙
を
広
め
る
！
地
域
の
人
た
ち
は
、
た
く
さ

ん
夢
を
語
り
な
が
ら
、5

年
後
の
姿
を
想
像

し
て
い
ま
し
た
。
発
言
が
活
発
だ
っ
た
の
で
、

た
だ
た
だ
、
発
言
を
記
録
す
る
だ
け
だ
っ
た

な
～
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
春
か
ら
の
取
り
組

み
が
楽
し
み
で
す
。
ぜ
し
て
、5

年
後
に
は
、
和

紙
の
安
定
し
た
生
産
が
開
始
さ
れ
、
紙
生
里

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点
が
整
備
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

 

 
 

講演を聞きに集まった皆さん 

 

 

 

昔からある食材「油麩」に注目！ 

 
 

「油麩丼の会」会長 海老名康和さん 

 

一
関
市
地
域
お
こ
し
事
業
発
表
会
は
、
平

成
２４
年
１
月
２８
日
（
土
）
に
一
関
市
川
崎
町

の
川
崎
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

一
関
市
地
域
お
こ
し
事
業
は
、
市
民
が
自

発
的
に
行
う
ソ
フ
ト
事
業
を
支
援
す
る
も
の

で
、
事
業
発
表
会
は
、
１
年
間
の
事
業
の
取
り

組
み
と
ぜ
の
成
果
報
告
を
行
う
も
の
で
す
。 

―
成
果
発
表
の
前
に
学
び
を
― 

Ｂ
級
グ
ル
メ
と
し
て
一
躍
有
名
に
な
っ
た
登

米
市
の
油
麩
丼
の
会
（
会
長 

海
老
名
康
和

さ
ん
）
の
事
例
紹
介
。 

地
元
の
宮
城
県
登
米
市
に
て
、
古
く
か
ら

食
さ
れ
て
い
る
油
麩
を
使
用
し
て
何
と
か
地

域
お
こ
し
を
で
き
な
い
だ
れ
う
か
と
、
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
油
麩
丼
が
全
国
に
広
ま
っ

た
の
は
、
わ
ず
か
３
年
前
の
こ
と
。
た
く
さ
ん

の
人
の
つ
な
が
り
が
、
こ
の
ス
ピ
ー
ド
感
を
生

み
だ
し
た
ぜ
う
で
す
。 

人
と
の
つ
な
が
り
が
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ

す
。
要
す
る
に
地
元
で
は
当
た
り
前
過
ぎ
て

珍
し
く
な
い
も
の
を
、
外
に
発
信
し
、
外
か
ら

注
目
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
地
元
の
人
た
ち
が

気
付
い
た
の
で
す
。
今
で
は
油
麩
丼
の
経
済

効
果
は
３
億
円
と
地
域
お
こ
し
が
地
元
の
経

済
活
動
を
動
か
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
会

は
、
飲
食
店
メ
ン
バ
ー
の
集
ま
り
で
は
な
い
の

で
、
油
麩
丼
を
売
る
の
で
は
な
く
、
登
米
市
に

来
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
。
当
事
者
目
線
で

は
な
く
、
第
３
者
目
線
も
大
切
で
す
ね
。 

 
一
関
の
活
動
事
例
発
表
で
は
、
「
一
関
青

年
会
議
所
」
、
「
一
杯
清
水
を
守
る
会
」
、
「
松

川
公
民
館
」
、
「
川
崎
支
所
産
業
経
済
課
」
の

４
団
体
が
発
表
を
し
ま
し
た
。 

  

 

 
 

紙生里の会のミーティング風景です。 

 

油
あぶら

麩
ふ

丼
どんぶり

で地域おこし 

紙
生
里
の
会
地
域
づ
く
り
計
画
の
お
手
伝
い 

一
関
市
東
山
町
に
は
、
和
紙
の
里
が
あ
り

ま
す
。
ぜ
の
地
名
は
、
紙
生
里
（
か
み
あ
が

り
）
。
ま
さ
に
、
紙
が
生
ま
れ
た
里
で
す
。 

紙
生
里
地
域
は
、
平
泉
の
東
の
束
稲
山
東
側

山
腹
の
中
山
間
地
域
の
2
自
治
会
、
世
帯
数

94
戸
の
小
さ
な
地
域
で
す
。
畜
産
と
施
設
園

芸
が
小
規
模
に
点
在
し
、
中
山
間
地
域
の
た

め
棚
田
が
多
い
な
ど
、
地
形
土
壌
が
複
雑
な

た
め
有
効
な
活
用
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
地
域
内
に
は
、
大
工
・
建
具
師
が
多
く

木
材
加
工
技
術
も
あ
り
、
地
域
資
源
は
豊
富

で
す
。
何
よ
り
地
域
の
人
た
ち
に
は
、
和
紙
の

里
に
誇
り
を
持
ち
、
平
成
18
年
か
ら
3
カ

年
、
紙
生
里
地
名
探
求
事
業
で
、
資
料
を
収

集
し
、
地
名
の
裏
付
け
を
し
、
紙
す
き
も
再

現
す
る
な
ど
和
紙
関
連
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
紙
生
里
の
和
紙
は
、
奥
州
藤
原
氏

も
使
っ
た
と
か
。 

ぜ
ん
な
地
域
資
源
豊
か
な
紙
生
里
地
域
に

お
い
て
、
次
年
度
よ
り
行
う
地
域
づ
く
り
事

業
の
5
カ
年
計
画
作
成
の
お
手
伝
い
を
、
11

月
か
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

地
域
づ
く
り
テ
ー
マ
は
、
「
山
と
水
を
活

か
す
紙
生
里
」
。
和
紙
の
一
貫
生
産
体
制
を

整
備
し
、
和
紙
の
加
工
工
程
で
の
水
車
に
よ

る
水
力
利
用
技
術
の
復
活
を
目
指
し
、
山
菜

の
栽
培
技
術
を
取
得
し
、
栽
培
か
ら
加
工
・

販
売
ま
で
行
う
も
の
で
す
。
夢
は
大
き
く
和

紙
を
皇
居
に
届
け
た
い
！
日
本
に
紙
生
里

の
和
紙
を
広
め
る
！
地
域
の
人
た
ち
は
、
た

く
さ
ん
夢
を
語
り
な
が
ら
、5

年
後
の
姿
を

想
像
し
て
い
ま
し
た
。
発
言
が
活
発
だ
っ
た

の
で
、
た
だ
た
だ
、
発
言
を
記
録
す
る
だ
け

だ
っ
た
な
～
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
春
か
ら

の
取
り
組
み
が
楽
し
み
で
す
。
そ
し
て
、5

年
後
に
は
、
和
紙
の
安
定
し
た
生
産
が
開
始

さ
れ
、
紙
生
里
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

の
拠
点
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。 

  

 

 



  

今
年
第
5
回
目
の
「
せ
ん
ま
や
ひ
な
ま
つ

り
」
今
回
は
「
震
災
復
興
祈
願
」
を
テ
ー
マ

に
、
2
月
11
日
～
3
月
4
日
ま
で
千
厩
酒

の
く
ら
交
流
施
設
と
千
厩
商
店
街
を
会
場

に
催
。
大
正
ロ
マ
ン
漂
う
「
酒
の
く
ら
」
に

は
様
々
な
お
雛
様
と
つ
る
し
雛
が
展
示
さ

れ
、
見
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。 

 

千
厩
で
は
「
せ
ん
ま
や
夜
市
」
が
有
名
で

す
が
、
冬
に
何
か
イ
ベ
ン
ト
を
し
た
い
と
い

う
思
い
が
集
ま
り
、
せ
ん
ま
や
ひ
な
ま
つ
り

に
発
展
し
て
い
き
、
中
で
も
明
治
時
代
か
ら

現
代
ま
で
の
お
雛
様
飾
り
や
、「
つ
る
し
雛
」

は
色
々
な
生
地
を
使
っ
た
創
作
雛
な
の
で
、

同
じ
形
の
物
は
な
く
、
千
厩
町
の
皆
さ
ん
が

独
自
に
進
化
さ
せ
て
い
ま
す
。 

今
年
の
つ
る
し
雛
に
は
「
鶴
」
も
一
緒
に

飾
ら
れ
て
い
て
、
東
日
本
大
震
災
で
被
害
に

あ
っ
た
方
々
へ
の
「
震
災
へ
の
復
興
を
祈

願
」
と
い
う
思
い
を
込
め
て
蔵
サ
ポ
ー
タ
ー

の
会
の
方
々
が
中
心
に
な
っ
て
呼
び
か
け

「
鶴
」
を
つ
る
す
事
に
決
め
た
そ
う
で
す
。 

千
厩
の
冬
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
た

「
せ
ん
ま
や
ひ
な
ま
つ
り
」
に
脚
を
運
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

  

せ
ん
ま
や
ひ
な
ま
つ
り 

NPO 法人ワークハウス雲では、宅配弁当ボランティアを募集しています。火・金曜の 10 時から 13 時ぐ

らいまで、同法人が運営する東山町の「雲の弁当屋」（長坂字町 303）から町内へお弁当を配達します。

エプロン・かっぽう着が必要です。交通費が支給されます。☎0191-47-3335／090-7073-4985 

パカポコクラブでは、3 月 25 日（日）10 時から 12 時まで、佐々木牧場（金沢字有壁 13-1）にて、し

ょうがいを持ったこどもたちが馬とふれあえる「しょうがい者乗馬会」を開催します。申し込みが必要で、

当日 1000 円を持参して下さい。ボランティアの方は無料です。☎0191-82-5584 

  

ＮＰＯ法人はずみの里では、キノコが持つ役割を学びながら「ムキタケ」の植菌をする「キノコの植菌体

験」を行います。日時は 3 月 10 日（土）9 時 30 分から 12 時で、軍手、飲み物、帽子が必要です。参加

費は 200 円で、3 月 7 日までに申込が必要です。☎0191-82-3857  

NPO 法人全国地域学習振興会では、お子さんを対象に、小野寺塾指導ネットワーク(一関市宮下町 5-23)

にて、そろばん学習の基本を学べる、体験学習会を開催します。参加希望者は電話で申し込みをしてくだ

さい。平日の 16 時から 17 時まで、料金は無料です。☎0191-23-5806 

３ 月のイベント情報 

1 

2 

3 

4 

center-i.jimdo.com 



 こんにちは！いわぶちです！ 

なかなか寒さが緩まない今日この頃、皆さ

んはどのようにお過ごしでしょうか？ 

私は寒さのあまり、外に出るのが億劫でし

ょうがありません！（笑） 

ただ、こんなかばねやみでも、おいしいも

のがあると聞けば、必ず赴く位の精神はご

ざいます！食い意地とも言う！！（笑） 

と、言うわけで、今回私が足を運んだお店

は千厩町の旭町にある「しばた菓子店」本

店です。 

今回は清酒好き必見の「地酒ケーキ」をご

紹介！ 

きっと、もうご存知の方もいらっしゃるの

かもしれませんが、地酒ケーキは、千厩の

銘酒「玉の春」をたっぷり使用した贅沢な

スポンジケーキなのです！ 

表面には金粉が添えてあり、風格のある逸

品。私も大好きです！！もちろん清酒も大

好きです！！（笑） 

玉の春の甘口な風味が、優しく口の中や鼻

を通ります。スポンジは主にメレンゲで作

られていて、ともキメが細かく、舌触りも

ふわっふわ♪ 

 

 

甘さはかなり控えめで、飽きることなく米

麹の薫りを楽しめます。贈答用に用いられ

るのも納得！！ 

皆さんも、是非、この上品な味を堪能して

みてください！！ 

（※この商品のお値段はひとつ１３０円。

定休日は毎週火曜日です。） 

 

 

 

 

 

 

  

Point1 閉店のお知らせ 

誠に勝手ながら、「Ｐｏｉｎｔ１」は平成 24 年 2 月をもちまして閉店いたします。閉店に伴い、こ

れまで行っていた貸室支援、カフェの販売等は終了となります。長い間ありがとうございました。 



 


